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新
春
の
劈
頭
を
飾
る
平
成
23
年

美
郷
町
消
防
出
初
式
が
、１
月
５
日
、

西
郷
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
岩
田
団
長
以

下
３
分
団
20
箇
部
、
２
９
０
名
の
団

員
が
、
通
常
点
検
及
び
一
斉
放
水

に
よ
り
、
点
検
長
で
あ
る
菊
田
町

長
か
ら
点
検
を
受
け
ま
し
た
。�

　
災
害
の
大
規
模
・
複
雑
化
、
ま
た

少
子
高
齢
化
社
会
が
進
行
し
て
い

る
今
日
に
お
い
て
は
、
本
町
唯
一
の

消
防
機
関
で
あ
る
消
防
団
の
任
務

は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。�

　
町
民
の
生
命
・
財
産
の
保
護
と
消

防
防
災
活
動
を
担
っ
て
い
る
消
防
団

活
動
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
な
お
、
定
例
表
彰
、
感
謝
状
の
受

賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

��

　町内における捜索活動に率先して協力され、その活動�
が円滑に行うことができましたことに衷心より感謝申し上�
げます。�

�



　
平
成
23
年
１
月
９
日（
日
）に

県
内
の
市
町
村
対
抗
に
よ
る
駅

伝
競
走
大
会
の
第
一
回
大
会
が

開
催
さ
れ
、
美
郷
町
チ
ー
ム
が
町

村
の
部
に
出
場
し
見
事
３
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
陸
上
協

会
や
強
豪
高
校
を
擁
す
る
市
郡

の
部
の
６
チ
ー
ム
を
上
回
る
記
録

で
全
34
チ
ー
ム
中
11
位
と
大
健

闘
し
ま
し
た
。�

　
レ
ー
ス
で
は
第
１
区
の
八
重
尾

選
手（
小
学
生
）が
区
間
賞
の
走

り
で
幸
先
の
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切

り
、
中
学
生
の
２
区
間
で
も
奈
須

選
手･

　
森
選
手
の
両
者
が
区
間

賞
を
獲
得
す
る
な
ど
、
年
代
の
違

う
美
郷
町
選
手
全
員
が「
心
を
一
つ

に
タ
ス
キ
を
繋
い
で
」最
終
区
ま
で

２
位
の
高
原
町
と
激
し
い
争
い
を

展
開
し
ま
し
た
。�

　
天
候
も
良
く
大
勢
の
応
援
の
な

か
、
事
故
や
ケ
ガ
も
無
く
大
変
盛

り
上
が
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

監
督
を
務
め
た
新
玉
町
体
育
協
会

長
は「
次
年
度
は
更
に
上
位
を
目

指
し
た
い
」と
、
選
手
達
は「
次
回

も
出
場
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
る
」

と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。�

　
今
ま
で
に
無
い
形
の
駅
伝
大
会

で
し
た
の
で
練
習
か
ら
準
備
ま
で

手
探
り
状
態
で
し
た
が
、多
く
の
方
々

に
ご
支
援
・
ご
助
言
を
頂
き
出
場

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
紙
面
を

お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。（
写
真
提
供
　
宮
崎
日
日

新
聞
社
）�

　（
生
涯
学
習
課
）�

【
結
果
】�

順
位�

　
町
村
の
部
第
３
位（
全
体
１１
位
）�

記
録�

　
２
時
間
２４
分
４９
秒�

�

　
美
郷
町
南
郷
区
・
渡
川
地
区
で
歌

い
継
が
れ
て
き
た
民
謡「
ひ
え
ち
ぎ
り

唄
」を
伝
承
す
る
第
３
回
百
済
の
里

ひ
え
ち
ぎ
り
唄
全
国
大
会
が
12
月
５

日（
日
）、
南
郷
区
多
目
的
研
修
セ
ン

タ
ー
で
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
本
大
会
は
、「
少
年
少
女
の
部
」（
中

学
生
ま
で
）、「
青
・
壮
年
の
部
」（
63
歳

以
下
）、「
実
年
の
部
」（
64
〜
72
歳
）、

「
寿
年
の
部
」（
73
歳
以
上
）の
年
齢
別

４
部
門
に
、
下
は
４
歳
か
ら
上
は
85

歳
の
方
ま
で
、
遠
く
は
大
分
県
か
ら

町
内
外
総
勢
２
５
１
名
が
エ
ン
ト
リ

ー
し
ま
し
た
。�

　
雰
囲
気
を
演
出
す
る
た
め
に
、
本

物
の
ひ
え
や
民
具
な
ど
を
飾
っ
た
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
出
場
者
が
か
す
り
の

着
物
や
作
業
着
姿
等
で
登
場
し
、
哀

調
深
い
三
味
線
と
尺
八
の
音
に
合
わ

せ
て
日
ご
ろ
鍛
え
た
の
ど
を
披
露
し

ま
し
た
。�

　
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
南

郷
区
上
渡
川
の
松
田
哲
雄
さ
ん
に
よ

る
ひ
え
ち
ぎ
り
元
唄
、
渡
川
小
学
校

児
童
に
よ
る
ひ
え
ち
ぎ
り
踊
り
が
大

会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。�

　
今
大
会
の
優
勝
者
は「
少
年
少
女

の
部
」黒
木
美
鈴
さ
ん（
美
郷
町
）、「
寿

年
の
部
」平
石
ヒ
サ
子
さ
ん（
日
南
市
）、

「
実
年
の
部
」宇
賀
邦
雄
さ
ん（
椎
葉
村
）、

「
青
・
壮
年
の
部
」関
口
爽
伽
さ
ん（
日

向
市
）で
し
た
。�

　
こ
の
大
会
の
運
営
に
は
大
会
実
行

委
員
の
方
々
を
始
め
、
民
謡
会
や
町
内

の
有
志
の
方
々
が
献
身
的
に
支
援
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。�

�

�



平成23年2月（6）�平成23年2月（7）�

　平成２２年１２月２６日に投開票を行いました、宮崎県知事選挙の美郷町の投票状況をお知らせします。��
　年末の投票日となり、投票率が低くなるのではないかと心配されましたが、有権者の皆様の関心も高く、県内でも上
位の投票率を維持することができました。��
　本年４月１０日には、宮崎県議会議員選挙も予定されていますので、引き続き、棄権せずに「大切な一票」を投票して
いただきますようお願いいたします。�

　　　　 　　　　 　　　　

　
平
成
23
年
美
郷
町
成
人
証
書
授
与
式
が
１
月
３
日
に
西

郷
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
新
成
人
67
名（
男

33
・
女
34
）が
出
席
し
ま
し
た
。�

　
町
長
が
新
成
人
全
員
に
成
人
証
書
を
手
渡
し「
常
に
初
心

に
か
え
り
、
何
事
に
も
挑
む
心
で
研
鑽
に
励
ま
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
」と
激
励
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
、

西
郷
区
の
田
村
一
平
さ
ん
が
新
成
人
を
代
表
し
て「
美
郷
町

に
生
ま
れ
た
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
み
な
さ
ま
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
」と
力
強
く
宣
誓
し
ま

し
た
。�

　
来
賓
の
方
々
や
保
護
者
・
友
人
も
多
数
同
席
し
、
終
始
和

や
か
な
式
典
に
な
り
ま
し
た
。�

�

　
平
成
22
年
11
月
11
日（
木
）、
宮
崎
市
メ
デ

ィ
キ
ッ
ト
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー「
演
劇
ホ
ー
ル
」

に
お
い
て
、
平
成
22
年
度
宮
崎
県
社
会
福
祉

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
そ
の
大
会
の
中
で
、
美
郷
町
民
生
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員
の
黒
田
村
子
委
員
が
、
社
会

福
祉
功
労
の
部
に
お
い
て
、
宮
崎
県
知
事
表
彰

を
受
賞
さ
れ
、
ま
た
、
美
郷
町
民
生
児
童
委
員

協
議
会
会
長
宇
津
光
保
委
員
が
民
間
社
会
福

祉
事
業
功
労
者
の
部
に
お
い
て
、
宮
崎
県
社
会

福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
県
内
の
受

賞
者
を
代
表
し
て
ご
登
壇
さ
れ
、
直
接
、
東
国

原
宮
崎
県
知
事
と
、
宮
崎
県
社
会
福
祉
協
議

会
宮
本
副
会
長
よ
り
名
誉
あ
る
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
の
で
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
申
し

上
げ
ま
す
。�

�

�



平成23年2月（8）�平成23年2月（9）�

　
郷
土
の
歌
人「
小
野
葉
桜
」の
顕
彰
と
日
本

古
来
の
か
る
た
遊
び
を
通
じ
て
短
歌
に
親
し

み
つ
つ
豊
か
な
表
現
力
を
培
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
西
郷
区
小
中
学
生
に
よ
る
新
春
葉

桜
か
る
た
大
会
が
１
月
６
日
に
西
郷
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
大
会
は
、
田
代
小
よ
り
３
年
生
以
上
64
名
、

西
郷
中
よ
り
１
・
２
年
生
44
名
が
競
技
者
と

し
て
、
中
学
３
年
生
が
審
判
と
詠
み
手
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。�

　
競
技
は
３
部
門
に
分
か
れ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
で
行
な
わ
れ
、
子
ど
も
達
は
底
冷
え
す

る
会
場
の
中
で
緊
張
感
の
漂
う
熱
い
戦
い
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。�

 ��

　去る平成22年12月17日（金）、口蹄疫の影
響により九ヶ月ぶりに再開された平成23年１
月期子牛郡共進会に於いて、長友岡一（北郷
区長野）さんが生産した去勢子牛「勝福」号が
優等四席を受賞しました。�
　長友さんは、常に発育良好な素晴らしい子
牛を生産され、郡の共進会においては、久し
ぶりの受賞となりました。�
　日頃の飼育管理に祝意を表するとともに、
今後益 の々ご活躍を期待します。（農業振興課）�
�
�

　おはなしサークルぐりと
ぐら主催のクリスマスおは
なし会が、１２月２３日に西
郷ニューホープセンターで
開催され幼児・児童ら約４０
名が集まりました。�
　「あわてんぼうのサンタ
クロース」の合唱で始まり、
英語と和訳の絵本の同時
読み聞かせや、子どもたち
も参加しての寸劇「かさ地
蔵」、クリスマスプレゼント
の宝探しなど楽しいことが
盛りだくさんでした。最後
は、ホットケーキをみんな
で作って食べました。�
�

　
11
月
24
日（
水
）、
南
郷
区
戦
没
者
追
悼
式
が
南
郷
区

運
動
公
園
内『
平
和
と
慰
霊
碑
』を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
終
戦
65
年
を
迎
え
た
今
年
は
、
ご
遺
族
・
ご
来
賓

90
名
の
ご
参
列
を
い
た
だ
き
２
８
０
名
の
戦
没
者
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。�

　
式
典
で
は
、
国
歌
斉
唱
、
戦
没
者
へ
の
黙
祷
を
捧
げ
た

後
、
菊
田
彦
市
町
長
が「
平
和
な
今
こ
そ
戦
争
の
悲
惨
さ

と
、
そ
こ
に
幾
多
の
尊
い
犠
牲
が
あ
っ
た
事
を
忘
れ
ず
、
恒

久
平
和
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
、
我
々
次
世
代
の
責
務

で
あ
る
。
」と
い
う
旨
の
式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
次
い

で
、
ご
遺
族
を
代
表
し
て
、
甲
斐
フ
ジ
ノ
さ
ん（
神
門
）に
よ

る
追
悼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
次
い
で
、
ご
来
賓
を
代
表
し

て
、
県
知
事
代
理
官
北
部
福
祉
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
所
長 

林

和
豊
様
、
美
郷
町
議
会
議
長
太
田
穣
様
２
名
の
追
悼
の
言

葉
を
い
た
だ
き
、
参
列
者
全
員
に
よ
る
献
花
が
行
わ
れ
ま

し
た
。�

　
最
後
に
、
遺
族
協
助
会 

後
藤
正
行
会
長
よ
り
、
追

悼
式
の
お
礼
が
述
べ
ら
れ
、

そ
の
中
で
、「
平
和
な
現

代
に
こ
そ
、
追
悼
式
を
通

し
て
命
の
尊
さ
を
後
継
世

代
へ
継
承
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
」と
、
命

の
大
切
さ
を
述
べ
ら
れ
、

戦
争
に
向
か
う
兵
士
の

気
持
ち
が
綴
ら
れ
た
手

紙
を
紹
介
し
、
厳
粛
な
悲

し
み
の
中
に
も
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。�

�

「
決
勝
は
一
層
白
熱
し
ま
し
た
」�

【各部門優勝者】�
小学３・４年生の部　石井晃宣（４年生）�
小学５・６年生の部　甲斐ふかみ（５年生）�
中学１・２年生の部　木下浩介（１年生）�
�
�

かわいいかさ地蔵�

黒ひげのサンタさん登場�

　
12
月
15
日（
木
）南
郷
多
目
的
研
修

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
南
郷
区
金
婚
祝
賀

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、
金
婚
対
象
者
４
組
の
ご
参

加
の
も
と
、
菊
田
彦
市 

町
長
よ
り
金
婚

者
ご
夫
婦
に
祝
い
状
並
び
に
記
念
品
の

贈
呈
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
思
い
出

話
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
を
交
え
な
が
ら
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
度
、
ご
結
婚
50
周
年
を
お
迎
え

に
な
ら
れ
ま
し
た
金
婚
寿
者
ご
夫
婦
の
、

今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝

を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。�

�

結婚50年の節目に金婚を祝う　西郷区金婚祝賀会�



童
謡「
ぞ
う
さ
ん
」の
詩
人
が
雑
誌

な
ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
語
っ
た
中

か
ら
、
心
に
響
く
言
葉
を
す
く
い
あ

げ
て
紹
介
。�

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
土
に
も
天
使
に

も
な
ら
ず
お
ば
け
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。

い
っ
た
い
ど
う
し
て
？
心
に
し
み

る
デ
ン
マ
ー
ク
の
絵
本
で
す
。�

　大椎山は、レイクランド後方に位置する標高５４３
ｍの山です。山頂からは、遠くに「尾鈴山」や九州山
脈の山 を々望むことができます。�
　登山で心地よい汗を流し、西郷温泉「美々川」で
疲れを癒されてみてはいかがですか。�
　多数のご参加を心よりお待ちしています。�

●日時・・・２月１３日（日）�
　【受付】午前８時３０分～�
　【神事】午前９時～�
　【登山開始】午前９時３０分～�

●場所・・・石峠レイクランド　駐車場集合�

●参加費無料�
　詳しくは、美郷町観光協会西郷支部（役場企画情
報課内）1６６-３６０３までお気軽にお問い合わせく
ださい。�
�

　２月１２日（土）、１３日（日）の２日間、日向市のＪＡ
日向グリーントップにおいて「さいごうきんかん『た
またま』まつり‘１１」を開催します。�
　『たまたま』の試食・販売やきんかん餅つきの体験、
振る舞いなど、催し物を多数準備して皆様のご来
場をお待ちしています。�
�
 ● 問い合わせ先�
　 農業振興課　1６６-３６０５�
　 ＪＡ日向第２営農センター1６６-２７７０�
�



　町は、人材の育成と向学心の涵養を図るため、育英奨学金制度を設けています。次の要領で平成２３年度の
新規申込の受け付けをおこないます。�

●対象　学校教育法で定める大学・短大・高校（中等教育学校後期課程を含む）・高等専門学校及び各種学校
　に在籍する者又は入学予定者�

●資格　本町の居住者が保護者となる者で品行方正であり、かつ、学業成績良好にもかかわらず修学に要す
　る学資の支弁が困難と認められる状態にある者。�

●貸付額　高校生／月額３万円、大学・短大・専門学校生／月額４万円、医大生／６万円�

●貸付期間　奨学生の在籍する学校の正規の修業期間�

●償還方法　月賦、半年賦、年賦のいずれかによる。�

●償還期間　貸与の事実が終止した翌月から貸与期間の２倍の期間（高等学校等から大学等を通じて奨学金
　の重複貸与を受けた者については、１２年以内の期間）�

●定住による奨学金の返還免除　奨学金を受けた者が、学校を卒業後３年以上町内に帰住し、定められた職
　業に就いた場合一定の割合を、申請により免除します。（平成１８年４月以降で新規の奨学生が対象）�

●提出書類�
①育英奨学金貸与願（保証人２名が必要です。保証人は、「美郷町定住者に限っていますが、どうしてもいない
　場合は所得証明書を添付する事により１名は近隣市町村居住者でも受け付けいたします。年齢はおおむね
　６５歳以下・同居家族不可・既に奨学金を貸与している保護者（償還が完了していない方）不可。」）�
②中学校長等（現在在籍している学校長）による育英奨学金貸与願者推薦書�
③入学許可証の写し又は在学証明書�
　※申込書の配布について、現在、中学３年生の皆様には３学期に学校を通して配布します。すでに高校・大学
　　等に在籍している皆様は、教育委員会学校教育課へご連絡ください。必要書類を送付いたします。�
④保護者の所得証明書�

●受付期間　平成２３年２月１日（火）～平成２３年４月１２日（火）必着�

●問い合わせ　美郷町教育委員会学校教育課（０９８２-６６-３６０８）�

�

　農業所得の申告については、全
てが収支計算で行わなければな
りません。�
　収入額から支出額を差し引い
た額が所得となります。そのため、
支払った経費を把握しておかない
と、申告の時に不利になり、国民
健康保険税・住民税に影響が出
てきます。�
　領収書の保管と帳簿類の整理
を習慣にしましょう。�
�
�

　今年も平成22年分所得申告相談が２月中旬から３月中旬にかけ、各
地区で行なわれます。�
　相談がスムーズに行なわれますよう、源泉徴収票（給料・年金）、支払
保険料の証明書、帳簿類の整理集計等の事前準備をよろしくお願いい
たします。�
　この相談での申告は、来年度の町県民税・国民健康保険税・介護保
険料等の課税基準となりますので、もれなく申告してください。�
　なお、例年、期限間近になりますと、大変混雑しますので、なるべく
指定された地区の日程で申告してください。�
�

　総務省では、経済的な理由で地上デジタル放送をまだ視聴できない「ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯」に対す
る支援を行っています。�
　今回、その支援の対象に「市町村民税非課税世帯」を加えることとなりました。�
　具体的には、まだ地上デジタル放送に対応できていない「世帯全員が市町村民税非課税の措置を受けている
世帯」に、簡易なチューナー（1 台）を無償で給付（配送）します。�
　詳しくは、総務省 地デジチューナー支援実施センター（０５７０－０２３７２４）へお問い合わせください。�
※ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯への支援の問合せは、総務省 地デジチューナー支援実施センター�
　（０５７０－０３３８４０）まで�
�

　この物件は、随時、購入の申し込みを受
け付けています。なお、先着順での受け付
けになりますので、購入を希望される方は、
お早めにお申し込み下さい。�
�
■ 売払物件�
　美郷町西郷区山三ヶ字小八重５７８番１�
　（旧日向警察署山三ヶ駐在所跡）�
　土地（宅地）455.44㎡（実測面積）�
　予定価格　1,366,000円�
■ 問い合わせ先�
　県庁総務部総務課�
　1(0985)26 - 7018�
�

　美郷町立保育所の平成2３年度の入所申し込みを受け付けます。
申し込み方法は、南郷区は保健センター、西郷区・北郷区は各
支所町民生活課又は各保育所に申請書等がありますので、必要
事項を記入の上、必要書類を添付し南郷区は保健センター、西
郷区・北郷区は各支所町民生活課へ提出してください。受付期
間は、平成23年2月1日(火)から2月25日(金)までです。なお、現在
入所している園児のいる保護者の方も、新たに手続きが必要と
なります。詳しくは、南郷区は保健センター、西郷区・北郷区は
各支所町民生活課又は各保育所へお問い合わせ下さい。（町民
生活課）�
�
　問い合わせ先�
　南郷区（保健センター）　1６８ - ４０７０　�
　西郷区（町民生活課）　　1６６ - ３６０４�
　北郷区（町民生活担当）　1６２ - ６２０２�
�



平成23年2月（14）�平成23年2月（15）�

地 域 医 療 �地 域 医 療 �

　病院・診療所が連携して住民の医療の
安全・安心に努めています。�

　いつも患者さんの目
線で診察�

　医師を目指す県内外の医学生
や研修医などが年間２５名前後
美郷町を訪れ実習し、地域医療
に触れています。�

　北郷診療所の待合室には、いつも
花が絶えません。数年前から中原区
の甲斐久子さんによるアレンジフラワ
ーが飾られています。�
　これは甲斐さんの御厚意によるもの
で、季節に合わせて換えていただい
ております。来院者はもとより、我々
診療所スタッフ一同を、いつも癒して
楽しませていただいております。�
�

　１２月に（１２月末まで）南郷診療所の正面玄関横の花壇と
受付窓口には、クリスマスサンタのかわいいキャラクターが
お目見えしました。これは、南郷診療所の介護助手職員の
方たちが中心となって作成したもので、大小のひょうたんか
ぼちゃに色んな表情がペイントしてあります。あまりの可愛
さに来院者は、もちろんのこと、診療所スタッフ一同を、ほっ
と笑顔にさせてくれました。�

　西郷区の黒木登男さんよりいただいた、蝋梅（ろ
うばい）が咲き始めました。春ももうすぐそこまで
きてますね！これから日中と朝晩の気温差が激し
くなり、体調を崩しやすくなりますので、手洗い・う
がい・適度な運動で、しっかり予防しましょう！�
�

　北郷区の前川武
士さんが作成された
塔で、外来の受付
付近に展示してあり
ます。塔の内部は、
最上階まで階段が
あるなど細部までこ
だわった作品となっ
ておりますので、御
来院の際はぜひご
覧下さい。�

　西郷病院屋上のへリポートから飛
び立つ宮崎県の防災ヘリコプター“あ
おぞら”緊急を要する患者さんは病
院から短時間で県立病院などの医
療機関へ搬送しています。�
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☆かかりつけ医を持ちましょう！�
　利用していただいている皆さんのこれまでの病気などを理解して
おり、また、慢性的な病気を持っている方の日常的な診察と治療を
行うお医者さんが「かかりつけ医」となります。�
　日頃の体調を理解している先生を持つことで、詳しい検査や入院
が必要となる場合は、他の医療機関を紹介してもらうことができ、よ
り適切な治療が受けられます。�
　また、生活習慣の見直しなどのアドバイスも受けられ、病気の予防
にもつながります。�
�

☆地域のみなさんへのお願い�
①できるだけ昼間に受診しましょう！�
②引き続き安易な休日、夜間の受診は控えましょう！�
③医師と患者さんとの思いやりのある関係をつくりま
　しょう！�
④日頃から運動や食事に気をつけましょう！�
⑤健（検）診で病気の早期発見に努め、健康づくりを
　しましょう！�
�
�

諸塚村�

椎葉村�

日向市�

美郷町国保�
北郷診療所�

美郷町国保�
南郷診療所�

美郷町国保西郷病院�
（へき地医療拠点病院）�

医療再生にむけて�医療再生にむけて�
あらためて�

・保健活動�

　　・健康づくりの重要性�

　　（生活習慣と疾病の関わり）�

　　・各種健診の重要性�

医療の原風景（原点�

応援団�

医療の原風景（原点�

応援団�

これからの医療提供の流れ�これからの医療提供の流れ�

市町村�

医療の確保�

県�

大学�医師会�住民の応援�



�

　平成18年4月1日より麻しん（はしか）と風しん対策をより一層強化するため、麻しんと風しんの予防接種の2回接
種制度が導入されています。1回の接種では免疫がつかなかったり、免疫力が不足して、高学年あるいは大人に
なってから感染する人が増えてきているために始まりました。�
　下記の対象者は、平成23年3月31日までに接種すれば無料で受けることが出来ます。未接種の方は必ず3月い
っぱいまでに接種してください。�
�

　今季の新型インフルエンザ予防接種の美郷町住民の方の接種料金は、広報等でお知らせしていますが、下記の
とおりとなっています。�

　シニアスポ－ツ等を通じて高齢者の健康づくり・生きがいづくり・社会参加の促進を目的とした「宮崎ねんりんピ
ック２０１１」が５月１５日～１６日にかけて開催されます。�
　ねんりんピックは、６０歳以上の方々を中心としたスポ－ツ・文化・健康・福祉の総合的な祭典です。次のとおり
参加募集を行いますので奮ってご参加下さい。なお、募集要項及び参加申込書につきましては各支所健康福祉
課窓口にて配布しています。�
�
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